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〔長崎会場〕 「
二
〇
一
六
ま
ち
づ
く
り
総

合
住
宅
フ
ェ
ア（
長
崎
会
場
）」

が
「
み
て
ふ
れ
て
リ
ノ
ベ
で
つ

く
る
楽
し
い
住
ま
い
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
十
月
二
十
九
日
、

三
十
日
の
二
日
間
、
長
崎
市
大

波
止
の
「
お
く
ん
ち
広
場
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、初
企
画
と
し
て「
リ
ノ
ベ

女
子
養
成
講
座
」
を
実
施
。
講

師
に
五
島
市
在
住
の
芳
澤
瞳
さ

ん
、
ヒ
ロ
セ
マ
ナ
ミ
さ
ん
を
迎

え
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実

例
を
も
と
に
講
演
や
女
性
を
対

象
と
し
た
漆
喰
壁
塗
り
、
壁
紙

貼
り
体
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
お
仕
事

体
験
」
も
実
施
。

事
前
に
小
学
校
、

学
童
保
育
等
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
た
こ
と

も
あ
り
、
会
場
に
は

多
く
の
子
供
さ
ん
が

来
場
さ
れ
、
協
会
で

取
り
組
ん
だ
「
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
」

も
準
備
し
て
い
た
百

八
十
組
の

材
料
は
完

売
す
る
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
建
屋
を
組

み
立
て
て
の
上
棟
式

の
実
演
と
も
ち
ま
き

で
は
、
我
先
に
餅
を

拾
お
う
と
す
る
お
客

さ
ん
で
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
会
場
で

は
、
木
造
耐
震
の
実

演
、
釘
打
ち
、
丸
太

切
り
競
争
、
ク
イ
ズ

大
会
、
抽
選
会
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ

た
今
回
の
住
宅
フ
ェ

ア
。
協
会
や
組
合
の

存
在
を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

全
建
総
連
第
五
十
七
回
定
期

大
会
が
、
福
岡
県
福
岡
市
で
十

月
十
二
日
〜
十
四
日
の
三
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
五

十
三
県
連
組
合
か
ら
代
議
員
、

組
合
員
一
六
三
一
名
が
結
集
。

建
設
長
崎
か
ら
二
一
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
三
浦
中

央
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
後
、

福
岡
県
副
知
事
、
福
岡
副
市

長
を
は
じ
め
各
政
党
の
国
会

議
員
が
出
席
し
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

一
日
目
の
本
会
議
で
は
第

五
十
六
年
度
の
経
過
報
告
、

財
政
決
算
報
告
に
続
い
て
第

五
十
七
年
度
の
運
動
方
針
案

と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
出

席
し
た
代
議
員
か
ら
は
活
発

な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

二
日
目
は
、
社
会
保
障
対
策

や
組
織
対
策
、
住
宅
対
策
な
ど

十
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
討
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
各
分
科
会
か
ら

の
報
告
後
、
運
動
方
針
案
、
予

算
案
の
承
認
と
、「
組
織
拡
大
・

強
化
の
力
で
建
設
技
能
者
の
賃

金
・
労
働
条
件
を
改
善
し
、
魅

力
あ
る
建
設
産
業
に
し
よ
う
」

と
全
員
の
拍
手
で
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
功
績
者
表
彰
で
は
建
設

長
崎
の
髙
谷
義
信
さ
ん
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
に
は
三

浦
中
央
執
行
委
員
長
、
勝
野
書

記
長
の
他
、
建
設
長
崎
の
北
村

政
和
前
委
員
長
が
副
中
央
執
行

委
員
長
に
、
舩
津
栄
市
委
員
長

が
中
央
執
行
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
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労働災害の撲滅をはかり
健康で安心して働ける
職場づくりに邁進しよう！

まちづくり
住宅フェア
親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子
木木木木木木木木木木木木木木木木木
工工工工工工工工工工工工工工工工工
教教教教教教教教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室室室室室室室室・・・・・・・・・・・・・・・・・上上上上上上上上上上上上上上上上上
棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟棟
式式式式式式式式式式式式式式式式式
ののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実
演演演演演演演演演演演演演演演演演

―
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
作
成
―
大
盛
況

第57回全建総連大会開催 福岡
副中央執行委員長に北村前委員長、中央執行委員に舩津委員長

魅
力
あ
ふ
れ
る
建
設
産
業
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
！

墜落・転落による

死亡等の重篤な労働災害が多発!!死死亡亡等等のの重重篤篤なな労労働働災災害害がが多多発発!!!!

事業場における実施事項
1．墜落・転落災害防止自主点検表（下記を参照）を活用した安全パトロールの実施
2．墜落防止設備（手すり、囲い、防網等）の損傷及び老朽化の確認
3．保護具（ヘルメット、安全帯、安全靴等）の損傷、老朽化及び耐用年数の確認
4．高所作業におけるリスクアセスメント及びその結果に基づくリスク低減措置の
実施

5．高所作業に従事する労働者に対する安全帯の使用等に関する安全衛生教育・訓
練の実施

6．墜落・転落災害防止にかかる法令及びガイドライン等の確認
7．上記実施事項以外の墜落・転落災害防止対策の実施

長 崎署管内では、平成28年7月から9月にかけて墜落防止対策が十分に講
じられていないことによって高所から墜落・転落し、死亡や意識不明等

の重篤な労働災害が立て続けに発生しています。
本年の当署管内における墜落・転落災害は、8月末時点で65件発生し、前年
同期と比べ6件増加し、業種別では、建設業が19件（前年同期15件）で、全体
の29％を占めています。
これらのことから、本年12月31日までの期間を「墜落災害防止強調期間」と
位置づけ、重点的な監督指導等の実施を取り組むこととしました。

建 設業の事業場におかれましては、下記の事項を実施し、墜落・転落災害
を撲滅しましょう！

適・否

適・否

適・否

適・否

適・否

適・否

適・否

適・否

開口部には手すり・中さん・幅木等を設けている。
高さ2m以上の箇所の作業では、足場等を設置し、墜落防止措置を
講じている。
枠組足場の筋交いの下に、下さん（15㎝～40㎝）等を設けている。
単管・くさび式足場には、手すりの下に、中さん（35㎝～50㎝）を
設けている。
高さ5m以上の足場の組立解体作業では、足場の組立て等作業主
任者を選任している。
足場の組立て作業主任者に安全帯等の使用状況の監視をさせている。
足場と躯体との間隔が広く、墜落のおそれのある箇所には、足場板
等で養生する等の措置を講じている。
スレート上の作業では、歩み板を敷く・防網を張る等の踏み抜き防
止措置を講じている。

1

2

3

4

5

6

7

8

墜落・転落災害防止自主点検表

厚生労働省 長崎労働局・長崎労働基準監督署

建設業
長崎労働基準監督署からのお知らせ

1，631名
が集う

11

▲受賞の髙谷義信氏

「「
みみ
てて
ふふ
れれ
てて
リリ
ノノ
ベベ
でで
つつ
くく
るる
楽楽
しし
いい
住住
まま
いい
」」

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）11月15日発行建 設 長 崎第617号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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本
部
主
婦
会
世
界
遺
産
の
軍
艦
島
を
見
渡
す
「
ア
レ
ガ
軍
艦
島
」
で

日日
帰帰
りり
旅旅
行行
会会
をを
開開
催催

十
月
二
十
六
日
㈬
午
後
一
時

か
ら
、
と
ぎ
つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー

ル
に
て
長
崎
県
産
業
安
全
衛
生

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
長
崎
県
労
働

災
害
防
止
団
体
連
絡
協
議
会

（
八
団
体
）
の
主
催
で
、
長
崎

労
働
局
や
各
労
働
基
準
監
督

署
・
長
崎
県
の
後
援
で
毎
年
開

催
さ
れ
、
建
設
長
崎
か
ら
も
代

表
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
「
見
え
ま
す
か
？
あ

な
た
の
ま
わ
り
の
見
え
な
い
危

険

み
ん
な
で
見
つ
け
る
安
全

管
理
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
職
場

の
安
全
を
保
つ
た
め
に
尽
力
し

た
事
業
所
や
個
人
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
崎
労
働
局
健
康

安
全
課
川
原
課
長
よ
り
「
新
た

な
災
害
防
止
活
動
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
長
崎
労
働
局
が
推
進

し
て
い
る
「
第
一
二
次
労
働
災

害
防
止
計
画
」
の
四
年
目
を
迎

え
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
推
進
す
る

た
め
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
長
崎
大
学
医

歯
薬
学
総
合
研
究
科
精
神
神
経

科
学
准
教
授
黒
滝
直
弘
氏
に
よ

る
「
勤
労
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ
の
社
会

環
境
の
変
化
な
ど
で
、
心
の
健

康
を
維
持
す
る
の
も
、
難
し
い

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
職

場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、
今

日
も
元
気
に
仕
事
に
取
り
組
む

た
め
の
健
康
法
で
あ
る
な
ど
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

こ
の
日
を
契
機
に
各
事
業
所
で

安
全
に
対
す
る
姿
勢
を
正
し
労

災
事
故
の
撲
滅
に
邁
進
す
る
こ

と
を
お
互
い
確
か
め
あ
っ
て
閉

会
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
五
日
㈫
建
設
長
崎

本
部
主
婦
会
日
帰
り
旅
行
が
、

長
崎
市
野
母
崎
「
ア
レ
ガ
軍
艦

島
」
で
開
催
さ
れ
、
県
下
十
五

支
部
よ
り
七
十
四
名
の
主
婦
会

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
曇
り
空
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
会
場
へ
向
か
う
バ

ス
の
車
窓
か
ら
、
高
島
・
軍
艦

島
な
ど
が
見
え
始
め
る
と
、
歓

声
が
上
が
り
、
世
界
遺
産
と

な
っ
た
軍
艦
島
を
カ
メ
ラ
に
収

め
る
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

午
前
十
一
時
三
十
分
か
ら
の

懇
親
会
は
、
金
子
副
会
長
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
馬
場

会
長
、
舩
津
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
、
山
形
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

海
の
幸
を
使
っ
た
美
味
し
い

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
恒
例
の

カ
ラ
オ
ケ
で
は
、
舩
津
委
員
長

の
歌
声
が
初
披
露
さ
れ
大
き
な

声
援
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
か
ら
見
え
る
軍
艦
島

を
堪
能
し
た
り
、
天
然
炭
酸
温

泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
り
と
、
皆

さ
ん
相
互
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
「
河
内
お
と

こ
節
」
を
踊
り
、
久
保
田
副
会

長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
日
帰

り
旅
行
を
終
了
し
ま
し
た
。

健康職場 つくる まもるは みんなが主役

■長建国保各種補助制度について■
指定温泉利用料金の割引及び補助制度

有効期限　平
成

有効期限　平
成2929年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成29年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増
進を図るため「指定温泉利用料金の割引及び補
助制度」を実施しています。
ぜひご利用ください。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で
利用できます。
■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金で
利用できます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間15枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※詳細については各支部事務所へお問い合せ下さい。

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。 （※2）「雲仙スパハウス」、「万松楼」について、温泉事業は現在休止中、再開未定となっております。

平
成
二
十
八
年
度

長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、バリ風天
然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、岩盤
浴

癒湯（露天風呂）、内湯、釜風呂、
壷風呂、檜風呂、露天足湯、樽風
呂、炭のうたせ湯、寝湯

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、
ジャグジーシャワー、ミストサウ
ナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、水
風呂、露天風呂、タル湯

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、ジェッ
トバス、寝湯、塩サウナ、家族風
呂、シェイプアップバス

内風呂、露天風呂、食事処、仮眠
室、マッサージ室

露天風呂、大浴場、休憩場、レス
トラン、宴会場

大浴場、露天風呂、ジェット泡風
呂、休憩場、レストラン

所在地
電話番号

長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

大村市
田下町17‐3
0957‐47‐8245

雲仙市小浜町
雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町
南本町10

0957‐74‐3141

利用者負担
（自己負担）

480円

350円

100円

200円

500円

400円

350円

360円

1，250円

780円

0円

250円

300円

150円

300円

350円

400円

350円

250円

300円

200円

300円

300円

200円

360円

330円

120円

240円

24円

270円

108円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

▲300

▲300

－

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

780円

350円

－

－

－

－

650円

－

－

－

－

－

－

－

600円

－

－

－

550円

－

－

600円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

規定料金

850円

400円

400円

200円

800円

400円

750円

360円

1，550円

780円

0円

550円

300円

150円

750円

350円

700円

350円

650円

300円

200円

700円

300円

200円

660円

330円

420円

540円

324円

270円

108円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（5歳以上）
幼児

（5歳未満）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
［外湯］大人
（中学生以上）

大人
（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人
（高校生以上）
［16：30～22：00］

小人
（2歳以上）

［7：30～16：30］
小人

（2歳以上）
［16：30～22：00］

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

Arega
軍艦島

ふくの湯

やすらぎ伊王島

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然いさはや温泉
和スパ

サンスパ
おおむら
ゆの華

龍神温泉
かやぜの湯

青雲荘

望洋荘

長
崎
・
西
彼

地

区

県

央

地

区

長崎県建設事業国民健康保険組合
指定温泉一覧表

2016年11月1日

うずしお温泉美人の湯、露天風
呂、貸切家族風呂

大浴場、打たせ湯、寝湯、露天
風呂、サウナ、休憩室、食事処

大浴場、露天風呂、サウナ、休
憩室、食事処

露天風呂、展望風呂、タル風呂、
水風呂、サウナ、薬草風呂、海
草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、ジャ
グジーエステ風呂、座り湯、サ
ウナ、岩盤浴（別料金）、家族風
呂（別料金）

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市
南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡
波佐見町

長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

500円

400円

250円

260円

400円

300円

300円

200円

300円

300円

400円

300円

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

▲300

－

▲300

－

－

－

－

560円

－

－

－

－

600円

300円

700円

－

800円

400円

250円

700円

400円

600円

300円

200円

800円

400円

900円

300円

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯
（※1）

はさみ温泉
湯治楼

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

県

北

地

区

県下15支部から74名の参加
（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第617号 2�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2016年（平成28年）11月15日発行



長
建
国
保
だ
よ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
費
用
を
助
成

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

風
邪
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
〜
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

受
け
た
ら
、
補
助
の
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

長
建
国
保
で
は
加
入
し
て
い

る
被
保
険
者（
組
合
員
、家
族
）

全
員
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

係
る
費
用
の
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

補
助
の
申
請
に
つ
い
て

《
補
助
の
対
象
者
》

長
建
国
保
加
入
の
被
保
険
者

組
合
員
及
び
家
族

《
補
助
の
対
象
》

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
（
以
下
予
防
接
種

と
い
う
。）
に
係
る
自
己
負
担

の
費
用
が
一
回
に
つ
き
一
、
五

〇
〇
円
を
超
え
た
場
合
、
一
、

五
〇
〇
円
を
超
え
た
額
を
補
助

い
た
し
ま
す
。

《
補
助
の
申
請
》

当
該
組
合
員
が
所
属
す
る
長

崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合
の
支

部
窓
口
で
被
保
険
者
証
を
提
示

し
、
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

に
予
防
接
種
の
領
収
書
等
を
添

え
申
請
し
て
下
さ
い
。

《
補
助
申
請
の
期
間
》

補
助
の
申
請
は
予
防
接
種
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日

か
ら
起
算
し
て
六
ヶ
月
以
内
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
種

後
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

（
例
）
一
月
十
日
に
予
防
接
種

を
し
た
場
合
は
、
七
月
三
十
一

日
迄
に
申
請
が
必
要
で
す
。

《
申
請
に
必
要
な
も
の
》

①
被
保
険
者
証
②
予
防
接
種

の
費
用
と
分
か
る
領
収
書
及
び

明
細
書
等
③
印
鑑

《
補
助
の
交
付
》

補
助
金
の
交
付
は
、
申
請
に

問
題
が
な
け
れ
ば
受
付
時
に
支

部
窓
口
で
交
付
い
た
し
ま
す
。

（
申
請
時
に
交
付
）

《
助
成
対
象
期
間
》

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
の
助
成
対
象
期
間

は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
迄
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
こ
の
期
間
の
う
ち
、
実
際

に
ワ
ク
チ
ン
を
う
て
る
日
は
市

町
村
や
医
療
機
関
毎
に
異
な
る

事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
窓
口
や
接
種
を
予

定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

予
防
の
為
、
ま
た
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
重
症
化
を
防

ぐ
為
に
も
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
！

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）の

施
術
を
受
け
る
皆
様
へ

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接

骨
院
）
に
よ
る
施
術
費
等
の
療

養
費
は
、
皆
様
の
保
険
料
等
か

ら
支
払
っ
て
い
ま
す
の
で
、
組

合
で
は
療
養
費
支
給
の
適
正
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
柔

道
整
復
師
に
よ
る
療
養
に
つ
い

て
は
、
内
科
的
原
因
に
よ
る
疾

患
並
び
に
単
な
る
肩
こ
り
及
び

筋
肉
疲
労
に
対
す
る
施
術
は
保

険
適
用
外
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
負
傷

医
師
や
柔
道
整
復
師
の
診
断

又
は
判
断
に
よ
り
、
急
性
又
は

亜
急
性
の
外
傷
性
の
骨
折
、
脱

臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
で
、
内
科

的
原
因
に
よ
る
疾
患
で
は
な
い

も
の

■
健
康
保
険
が
使
え
る

場
合

◇
医
師
や
柔
道
整
復
師
に
、
骨

折
、
脱
臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
等

（
い
わ
ゆ
る
肉
ば
な
れ
を
含

む
。）
と
診
断
又
は
判
断
さ
れ
、

施
術
を
受
け
た
と
き
。（
骨
折

及
び
脱
臼
に
つ
い
て
は
、
応
急

手
当
を
す
る
場
合
を
除
き
、
あ

ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。）

◇
骨
・
筋
肉
・
関
節
の
ケ
ガ
や

痛
み
で
、
そ
の
負
傷
原
因
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
と
き
。

【
主
な
負
傷
例
】

日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に

転
ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首

を
捻
っ
た
り
し
て
急
に
痛
み
が

で
た
と
き
な
ど
。

■
医
師
や
柔
道
整
復
師

の
診
断
又
は
判
断
等

に
よ
り
健
康
保
険
等

の
対
象
に
な
ら
な
い

も
の
の
例

◇
単
な
る
（
疲
労
性
・
慢
性
的

な
要
因
か
ら
く
る
）
肩
こ
り
や

筋
肉
疲
労
。

◇
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性

病
や
症
状
の
改
善
の
み
ら
れ
な

い
長
期
の
施
術
。

◇
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診

療
所
な
ど
）
で
同
じ
負
傷
等
の

治
療
中
の
も
の
。

◇
労
災
保
険
が
適
用
と
な
る
仕

事
中
や
通
勤
途
上
で
の
負
傷
。

■
治
療
を
受
け
る
と
き

の
注
意
点

◇
健
康
保
険
は
治
療
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
前
項
記
載

の
よ
う
に
健
康
保
険
等
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
負
傷
の
原
因
（
い
つ
・

ど
こ
で
・
何
を
し
て
、
ど
ん
な

症
状
が
あ
る
の
か
）
は
正
確
に

き
ち
ん
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

※
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に
該

当
す
る
場
合
又
は
、
通
勤
途
上

に
お
き
た
負
傷
は
健
康
保
険
等

は
使
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通

事
故
等
に
よ
る
第
三
者
行
為
に

該
当
す
る
場
合
は
組
合
へ
連
絡

し
て
下
さ
い
。

◇
療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費

用
の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、
自

ら
保
険
者
（
組
合
）
へ
請
求
し
、

支
給
を
受
け
る
「
償
還
払
い
」

が
原
則
で
す
が
、
柔
道
整
復
に

つ
い
て
は
、
例
外
的
な
取
扱
い

と
し
て
、
患
者
が
自
己
負
担
分

を
柔
道
整
復
師
に
支
払
い
、
柔

道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て

残
り
の
費
用
を
保
険
者
に
請
求

す
る
「
受
領
委
任
」
と
い
う
方

法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
多
く
の
整
骨
院
等
の

窓
口
で
は
、
病
院
・
診
療
所
に

か
か
っ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に

自
己
負
担
分
の
み
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、
施
術
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
「
受
領
委
任
」
の
場
合
は
柔

道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て

保
険
請
求
を
行
う
た
め
、
施
術

を
受
け
た
と
き
に
は
、
柔
道
整

復
施
術
療
養
費
支
給
申
請
書
の

受
取
代
理
人
欄
（
住
所
、
氏
名
、

委
任
年
月
日
）
に
患
者
の
署
名

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
取
代

理
人
の
欄
へ
の
署
名
は
、
傷
病

名
・
日
数
・
金
額
を
よ
く
確
認

し
署
名
し
て
下
さ
い
。
よ
く
確

認
を
せ
ず
、
受
取
代
理
人
の
欄

に
署
名
す
る
こ
と
は
、
間
違
い

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

（
手
首
の
負
傷
な
ど
に
よ
り
自

筆
で
き
な
い
場
合
は
代
筆
で
も

可
能
で
す
が
、
そ
の
場
合
は
捺

印
が
必
要
で
す
。）

◇
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

◇
施
術
を
受
け
た
際
、
窓
口
支

払
い
の
領
収
証
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
医
療
費
控
除
を
受
け
る
際

に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

■
治
療
内
容
に
つ
い
て

お
尋
ね
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
要
し

た
費
用（
療
養
費
）は
、
被
保
険

者
皆
様
の
保
険
料
か
ら
支
払
わ

れ
ま
す
。
皆
様
が
健
康
保
険
の

適
用
範
囲
を
正
し
く
理
解
し
適

切
に
受
診
す
る
こ
と
が
医
療
費

の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
に
請
求
等
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
請
求
内
容
等

に
誤
り
が
な
い
か
確
認
す
る
た

め
、
施
術
を
受
け
た
方
に
照
会

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
施
術
を
受
け
た
時
は
、

負
傷
部
位
、
施
術
内
容
、
施
術

日
等
の
記
録
・
領
収
証
な
ど
保

管
い
た
だ
き
照
会
の
際
に
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
保
険
法
に
よ
り
法
人
事

業
所
（
従
業
員
五
人
以
上
を
有

す
る
個
人
事
業
所
含
む
。
以
下

「
法
人
事
業
所
等
」と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、社
会
保
険（
健
康

保
険
と
厚
生
年
金
加
入
、
各
保

険
料
負
担
は
事
業
主
と
従
業
員

と
の
折
半
）
の
強
制
適
用
事
業

所
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
に
は

年
金
事
務
所
へ
の
届
出（
加
入
）

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
法
人
事
業
所
等
の
事
業
主

は
、
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認

申
請
書
（
別
表
）
を
事
実
発
生

か
ら
十
四
日
以
内
に
所
轄
の
年

金
事
務
所
に
提
出
し
、
同
所
の

承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
年
金
事
務
所
の
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
、
年
金
は
厚
生

年
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
健

康
保
険
の
適
用
は
除
外
さ
れ
長

建
国
保
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
長
建
国
保
の
組
合
員
が
法
人

事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
営
む
場
合
。

●
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
て
い
る
事
業
所
内
で

新
た
に
雇
用
し
た
従
業
員
を

長
建
国
保
の
組
合
員
と
し
て

加
入
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合

●
長
建
国
保
の
組
合
員
が
健
康

保
険
の
適
用
事
業
所
に
雇
用

さ
れ
た
場
合

▼
申
請
は
事
実
発
生

か
ら
十
四
日
以
内

こ
の
健
康
保
険
適
用
除
外
承

認
申
請
書
は
、
事
実
発
生
（
雇

用
日
、
法
人
設
立
日
等
）
か
ら

十
四
日
以
内
に
年
金
事
務
所
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

十
四
日
以
内
に
届
出
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
を

記
載
し
た
理
由
書
の
添
付
が
必

要
で
す
。
や
む
を
得
な
い
理
由

と
は
、
天
災
地
変
や
事
故
、
事

業
主
の
入
院
や
家
族
の
看
護
、

登
記
等
の
事
務
手
続
き
、
離
島

他
、
事
業
主
の
責
に
よ
ら
な
い

事
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
例

某
事
業
所
の
法
人
成
り
が

発
覚
。
事
業
主
は
、
法
人
設

立
後
、
組
合
に
連
絡
せ
ず
に

一
年
間
放
置
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
年
金
事
務
所
に
対
し

て
申
請
し
た
が
、
年
金
事
務

所
は
常
識
の
範
囲
外
の
遅
延

理
由
で
あ
る
と
し
て
申
請
を

却
下
し
健
康
保
険
と
厚
生
年

金
の
強
制
適
用
を
課
し
た
。

当
然
長
建
国
保
は
脱
退
と

な
っ
た
。

▼
未
承
認
者
は
資

格
喪
失

健
康
保
険
適
用
除
外
の
未
承

認
者
は
長
建
国
保
の
組
合
員

（
被
保
険
者
）と
し
て
は
加
入
資

格
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
。

未
承
認
事
業
主
は
、
至
急
申

請
手
続
き
の
上
、
年
金
事
務
所

の
承
認
を
受
け
て
下
さ
い
。
詳

細
は
組
合
各
支
部
、
又
は
長
建

国
保
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

標
準
報
酬
決
定
通
知
書（
写
）の
提
出
を
!!

長
建
国
保
は
、
法
人
事
業

所
等
に
お
け
る
健
康
保
険
適

用
除
外
承
認
者
に
つ
き
ま
し

て
、
適
用
除
外
承
認
証
、
事

業
所
変
更
届
等
に
よ
り
確
認
、

処
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
厚
生
労
働
省
及
び
長
崎

県
の
指
導
に
よ
り
、
事
業
所

内
に
お
け
る
適
用
除
外
承
認

者
数
の
現
状
把
握
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
為
、
各
事
業

所
様
に
は
標
準
報
酬
決
定
通

知
書
の
写
し
の
提
出
を
毎
年

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
法
人
事

業
所
等
適
用
除
外
承
認
者
が

お
ら
れ
る
事
業
所
様
に
つ
い

て
は
、
標
準
報
酬
決
定
通
知

書
、
月
額
変
更
届
（
該
当
者

が
あ
る
場
合
の
み
）
を
長
建

国
保
事
務
局
ま
で
提
出
頂
き

ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。

《
事
務
局
》

長
崎
県
建
設
事
業

国
民
健
康
保
険
組
合

〒
八
五
二‐

八
〇
二
一

長
崎
市
城
山
町
二
九‐

二
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
五‐

八
六
二‐

八
四
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
五‐

八
六
二‐

六
二
四
六

インフルエンザの予防接種を1回接種し、
4，000円の接種費用を支払った場合。
4，000円－1，500円＝2，500円
（接種費用） （控除額） （補助額）

法
人
事
業
所（
従
業
員
五
人
以
上
を
有
す
る
個
人
事
業
所
含
む
）は

健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
が
必
要
！

《補助例》

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）11月15日発行建 設 長 崎第617号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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東
長
崎
支
部

住
宅
デ
ー

諫
早
支
部

住
宅
デ
ー

「『杵』も修復、
地域の皆様から感謝」

心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響
も

な
く
十
月
五
日
㈬
諫
早
支
部
で

は
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
を
食
楽
亭

で
開
催
し
ま
し
た
。

年
々
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
も
少

し
ず
つ
変
わ
り
つ
つ
も
、
発
足

当
初
か
ら
毎
年
参
加
頂
い
て
い

る
先
輩
も
い
て
、
組
合
を
通
じ

て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
と
、
会
話
か
ら
伺
え
る
時

代
の
流
れ
な
ど
学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

今
回
、
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
先
輩
方
の
平
均
年
齢
は

七
十
五
歳
で
し
た
が
、
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
談
笑
す
る

姿
は
相
変
わ
ら
ず
明
る
く
元
気

で
若
々
し
く
、
と
て
も
楽
し
そ

う
で
し
た
。

会
の
最
後
に
は
店
の
娘
さ
ん

の
三
味
線
で
も
う
一
盛
り
上
が

り
し
、
終
始
和
や
か
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

十
月
十
六
日
㈰
東
長
崎
支
部

で
は
、「
つ
つ
じ
ヶ
丘
公
民
館
」

を
お
借
り
し
て
住
宅
デ
ー
を
開

催
。
昨
年
に
続
き
―
包
丁
研
ぎ
、

ま
な
板
削
り
―
を
実
施
し
ま
し

た
。今

回
、
初
め
て
の
会
場
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
事
前
に
自
治

会
役
員
会
に
開
催
の
お
知
ら
せ

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
の
取
り
組

み
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果

も
あ
り
、
開
始
時
刻
九
時
前
か

ら
、
ち
ら
ほ
ら
と
お
客
さ
ん
が

見
え
は
じ
め
、
瞬
く
間
に
順
番

待
ち
の
包
丁
が
研
ぎ
手
の
組
合

員
さ
ん
の
前
に
ズ
ラ
リ
と
並
び

ま
し
た
。
中
に
は
、
鎌
や
剪
定

バ
サ
ミ
な
ど
の
予
定
外
の
も
の

を
持
っ
て
来
る
方
も
い
ま
し
た

が
、
組
合
員
さ
ん
ら
は
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
研
ぎ
あ
げ
て
い
ま

し
た
。

ま
な
板
削
り
も
数
枚
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
中
、
ま
た
ま

た
別
の
注
文
が
入
り
ま
す
。「
自

治
会
で
使
用
し
て
い
る
餅
つ
き

の
『
杵
』
の
先
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
て
い
る
の
が
何
本
も
あ
る

の
で
直
し
て
頂
け
な
い
か
」
と

の
お
願
い
を
受
け
、
そ
ち
ら
も

要
望
通
り
に
修
復
し
、
出
来
上

が
り
を
見
せ
る
と
大
変
喜
ば
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
が
前
日
よ
り

降
っ
て
い
て
実
施
で
き
る
か
心

配
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
昼
ま

で
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
て
無
事

に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。自

治
会
役
員
の
方
か
ら
は
、

「
綺
麗
に
包
丁
を
研
ぎ
あ
げ
て

頂
き
有
り
難
い
。
是
非
、
毎
年

実
施
し
て
欲
し
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
組
合
員
・
主
婦
会

十
二
人
の
皆
さ
ん
に
協
力
頂
き

ま
し
た
。

〜
祭
り
だ
、
祭
り
だ
、

よ
ら
ん
ね
祭
り
〜

爽
や
か
な
秋
空
が
広
が
る
十

月
三
十
日
㈰
、
諫
早
支
部
で
は

森
山
よ
ら
ん
ね
祭
り
に
協
賛
し
、

森
山
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
前
広
場

に
お
い
て
住
宅
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
年
こ
の
祭
り
に
合

わ
せ
て
開
催
し
て
い
る
だ
け

あ
っ
て
年
々
来
場
者
も
増
え
、

中
に
は
「
今
年
初
め
て
も
っ
て

来
ま
し
た
」
と
遠
慮
気
味
に
一

本
だ
け
持
っ
て
来
ら
れ
た
方
や
、

慣
れ
た
方
は
普
通
に
三
本
、
四

本
と
持
っ
て
来
ら
れ
る
方
な
ど

が
い
て
、
今
年
は
昨
年
以
上
の

奉
仕
活
動
が
で
き
ま
し
た
。
一

方
で
木
工
販
売
も
行
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
は
中
々
売
れ
ず
に

苦
戦
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の

ご
尽
力
に
よ
り
何
と
か
完
売
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
に

も
主
婦
会
の
方
に
も
賃
金

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
の
ご
協
力
を

頂
く
な
ど
、
建
設
長
崎
の
名
前

と
技
能
集
団
と
し
て
の
存
在
感

を
大
い
に
宣
伝
す
る
こ
と
が
で

き
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

受講費用等

受講料：1，000円
修了証発行手数料：
賞状型1，000円、
カード型2，000円
賞状・カード両方
3，000円

※代金は当日会場で
徴収します。

※カード型の修了証
をご希望の方は、
講習会当日に受付
にて修了証に掲載
する顔写真を撮影
いたします。

個人情報のお取り扱いについて
お預かりした個人情報は、厳重に管理し、講習の受講、受付、運営業務、アンケー
ト業務にのみ使用させていただきます。当該業務の委託に必要な範囲で委託先に
提供する場合を除き、個人情報をお客様の承諾無く第三者に提供いたしません。
個人情報保護法に基づき適正に管理いたします。

プラチナ友の会
ろうとうえきそう

お まさ ますますさか～老当益壮（老いては当に益々壮んなるべし）～
諫早支部

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

里

雄
二
郎

里

澄
宏

岩
永

和
範

尾
上

正
範

山
村

篤
司

若
杉

隆

本
田

勇

寺
田

政
徳

松
田

六
広

森
永

俊
一

本
田

隆
彦

東

由
美
子

田
上
副
委
員
長

近年、地球温暖化による環境の変化で、例年に類を見ない集中豪
雨や高温化現象が見られ、この対策として自然エネルギーの活用
が緊急課題となっています。
国は、平成32年度までに、新築住宅の省エネルギー適合率100％
をめざしています。施工者、現場管理者、設計者等20万人養成。
長崎県は3千名を目標。

これから省エネ住宅は、新基準にもとづき動きます。住宅メーカー
に負けない知識を習得してお客さんを獲得しましょう。
平成28年省エネ基準が新たに施行。テキストは新基準に対応。住
宅省エネの基本から施工まで、DVDや模型及びテキストを使い、
わかりやすく説明します。

住宅省エネルギー化の
必要性
低炭素社会に向けて
新築・エコリフォーム

住宅メーカーとの競争

省エネ住宅がわかる
詳しい講習

※平成28年度「地域型住宅グリーン化事業」の補助対象住宅を施工する事業者は、必ず
一人以上は住宅省エネルギー技術講習会を受講した修了者が所属している必要があり
ます。

※平成24年度～27年度に施工技術講習会を修了された方も、平成28年省エネ基準に基づ
き説明しますので、是非受講して下さい。

※長崎県住宅省エネルギー技術設計講習会とは別の講習です。両方受講することが設
計・工事監理・現場管理に有用です。

平成28年度国土交通省補助事業「住宅建築技術高度化・展開推進事業」

長崎県住宅省エネルギー技術施工技術講習会
○開催日：①平成28年12月11日㈰

②平成29年1月22日㈰

○会 場：建設長崎本部会館2階 会議室
（長崎市城山町17－58）

申し込みは各支部窓口へ！
施工技術講習会カリキュラム

受付
開会、趣旨説明、スケジュール確認
『施工技術者講習テキスト－基本編』
第1章 これからの住まい
第2章 建築による省エネ化
第3章 設備による省エネ化
第4章 断熱設計
第5章 開口部設計

『施工技術者講習テキスト－施工編』
昼休み
『施工技術者講習テキスト－施工編』
DVD放映：断熱施工、設備配管
『施工技術者講習テキスト－基本編』
第6章 断熱リフォーム
第7章 住まい方と維持管理
第8章 省エネルギー基準
第9章 関連基準と制度

模型解説
修了考査問題配布・説明
修了考査30分、考査問題解説
アンケート記入
閉会

9：00～9：30
9：30～9：40

9：40～10：40

10：50～12：00
12：00～13：00
13：00～13：30
13：30～14：45

14：50～15：15

15：15～16：00

16：10～17：00

〈
参
加
者
〉
敬
称
略

木
下

忠
明

田
﨑

義
光

佐
藤

末
春

辻

継
則

森
田

友
喜

山
崎

貞
博

石
丸

久

橋
本

正
春

佐
藤

繁
幸

髙
谷

義
信

樋
口

義
雄

前
田

稔

苑
田

哲
男

後
田

博
幸

山
口

吉
信

上
町

三
男

森
崎

晴
茂

中
村

太
司

辻

啓
人

澤
山

浩
一

村
上

昌
也

石
丸

直
孝

辻

清
二

髙
谷
テ
ル
子

渡
辺
智
恵
子

木
下
美
那
子

辻

百
合
子

田
﨑
多
美
子

上
町

和
子

前
田

一
恵

苑
田

栄
子

村
上

敏
子

舩
津
委
員
長

田
上
副
委
員
長

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第617号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2016年（平成28年）11月15日発行



11月1日
より

死亡弔慰金
香 典
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
10，000円
5，000円

弔慰金
500，000円
100，000円
70，000円
50，000円
30，000円

1，000，000円
100，000円
70，000円
50，000円
30，000円

1，000，000円
50，000円
40，000円
30，000円
20，000円
10，000円

弔慰金の種類・共済区分
Ａ型

組合加入 6年以上
2年以上6年未満
1年以上2年未満
3カ月超1年未満
Ａ型

組合加入 6年以上
2年以上6年未満
1年以上2年未満
3カ月超1年未満
Ａ型・Ｂ型
組合加入 6年以上
2年以上6年未満
1年以上2年未満
3カ月超1年未満
Ａ型・Ｂ型

Ｂ型

Ｂ型

Ａ型
Ｂ型

病気死亡

不慮の
事故
死亡

交通事故死亡

配偶者死亡

家族死亡

組

合

員

給給
付付
内内
容容
をを
一一
部部
改改
正正

会
費
は
す
え
置
き

組
合
は
、
組
合
員
の
福
祉
向
上
を
図
る
た
め
、
仲
間
同
志
の
助
け
合
い
制
度
と
し
て
昭
和
四
十
一
年
一
月
に
組
合

独
自
の
共
済
と
し
て
現
在
の
「
建
設
長
崎
福
祉
共
済
会
（
以
下
「
福
祉
共
済
会
」）」
を
創
設
し
て
以
来
、
組
合
員
並

び
に
家
族
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
今
日
ま
で
健
全
運
営
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
、
福
祉
共
済
会
を
補
完
す
る
観
点
か
ら
導
入
し
て
い
る
全
労
済
組
織
共
済
の
掛
け
金
見
直
し
に
伴
い
、

建
設
長
崎
福
祉
共
済
会
の
財
政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
給
付
内
容
の
見
直
し
と
新
た
な
給
付
金
を
創
設
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

改
正
に
あ
た
っ
て
は
平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
福
祉
共
済
会
の
運
営
に
つ
い
て
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。■

共
済
会
費
は
変
わ
り
ま
せ
ん

共
済
会
費
は
、
共
済
Ａ
型
（
六
十
五
歳
未
満
の
組
合
員
）

並
び
に
共
済
Ｂ
型
（
六
十
五
歳
以
上
）
共
に
現
行
通
り
で
す
。

■
給
付
の
種
類
を
増
や
し
ま
し
た

■
七
十
歳
以
上
退
会
慰
労
金

七
十
歳
以
上
の
退
会
者
に
対
す
る
慰
労
金
の
支
給
対
象
者

を
組
合
加
入
二
十
年
以
上
と
し
ま
し
た
。

■
七
十
歳
以
上
永
年
在
籍
表
彰

組
合
加
入
二
十
年
以
上
で
七
十
歳
以
上
の
退
会
者
に
は
、

退
会
慰
労
金
と
は
別
に
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。■

申
請
に
係
わ
る
時
効
延
長

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
事

実
発
生
日
か
ら
一
八
〇
日
以

内
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
一

年
以
内
に
延
長
し
ま
し
た
。

■
死
亡
弔
慰
金
の
見
直
し

従
来
、
死
亡
弔
慰
金
の
中
に
生
花
代
を
含
ん
で
い
ま
し
た
が
、

今
回
内
訳
を
明
確
に
し
、
死
亡
弔
慰
金
の
額
と
生
花
代
を
切
り
離

し
ま
し
た
。

【
特
記
事
項
】

㈠
共
済
Ｂ
型
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
弔
慰
金
（
一
〇
〇
万
円
）
は
、
全
労
済

よ
り
五
〇
万
円
、
福
祉
共
済
会
よ
り
五
〇
万
円
を
支
給
し
ま
す
。（
但
し
、
全

労
済
が
不
支
給
と
し
た
場
合
は
病
気
並
び
に
不
慮
の
事
故
死
亡
の
額
を
福
祉

共
済
会
よ
り
支
給
し
ま
す
。）

㈡
生
花
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
定
以
降
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
お
供
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
右
記
各
弔
慰
金
が
重
複
し
て
支
給
さ
れ
る
場
合
に
は
、

生
花
一
本
を
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

㈢
家
族
死
亡
弔
慰
金
の
支
給
範
囲
は
、
組
合
員
と
同
居
し
て
い
る
子
・
父
母（
義

父
母
含
）、
別
居
の
実
父
母
の
方
が
対
象
で
す
。

㈣
別
居
し
て
い
る
子
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
家
族
死
亡
弔
慰
金
と
し
て
一
〇
〇

〇
〇
円
を
支
給
し
ま
す
。

組合員のふれあいと助けあいの
建設長崎福祉共済制度

保
存
版

中
学
校
入
学
祝
金

出
産
祝
金

喜
寿（
七
十
七
歳
）祝
金

米
寿（
八
十
八
歳
）祝
金

改 正 の 特 徴 点

毎月1回15日発行 2016年（平成28年）11月15日発行建 設 長 崎号 外 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）5�



建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容
※この給付の効力は組合加入後3ヵ月後の同日より発生します。

共済Ｂ型（65歳以上の組合員）
月額 1，100円

組合加入 3ヵ月超1年未満………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高27日間）
1年以上2年未満………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高37日間）
2年以上…………………1日につき 4，000円（労務不能4日目より支給し最高47日間）

組合員がケガで入院した場合 入院1日につき 1，500円（入院初日より支給し最高180日を限度）
傷害入院給付金と同時に入院30日間につき 10，000円（最高6回 60，000円を限度）
組合員が結婚したとき 30，000円
組合員または配偶者が出産したとき 10，000円
組合員の子供が小学校・中学校に入学する際、一児童（生徒）につき 5，000円

－
－
－

15，000円
15，000円
15，000円

70歳以上の組合員に対して祝品贈呈
休業10日以上の労災事故にあった場合 一事故につき 10，000円
休業10日以上の交通事故にあった場合 一事故につき 10，000円
全焼・全壊の場合（70％以上） 800，000円
半焼・半壊の場合（20％以上70％未満） 720，000～400，000円
一部焼・一部損壊（20％未満） 240，000～40，000円
全壊・流出（自宅70％以上の損壊・流出） 240，000円
半壊 （住宅20％以上70％未満の損壊） 120，000円

（損害額が100万円を超える場合） 24，000円
（損害額が20万円を超え100万円以下の場合） 8，000円
全床面の50％以上の浸水（150㎝以上40㎝未満） 120，000～24，000円
全床面の50％未満の浸水 （100㎝以上）24，000円（100㎝未満）8，000円

火災等で組合員の2親等までの同居家族が死亡した場合 80，000円

－

－
－

1，000，000円
900，000円～40，000円

（入院5日目より180日を限度）1日につき2，000円
（通院初日より90日間を限度）1日につき1，000円
組合加入 3ヵ月超1年未満 40，000円

1年以上2年未満 60，000円
2年以上6年未満 80，000円
6年以上 110，000円

1，010，000円（加入年数不問）
組合加入 3ヵ月超1年未満…………………………………………………………………………30，000円

1年以上2年未満…………………………………………………………………………40，000円
2年以上6年未満…………………………………………………………………………50，000円
6年以上……………………………………………………………………………………60，000円

組合加入 3ヵ月超～ 15，000円
組合加入 20年以上 100，000円

30年以上 120，000円

共済Ａ型（65歳未満の組合員）
月額 1，300円

15，000円
15，000円
15，000円
－
－
－
－

500，000円

1，000，000円
450，000円～20，000円
1，000，000円

450，000円～20，000円
－
－

510，000円（加入年数不問）

1，010，000円（加入年数不問）

－

一部壊

床上浸水

共 済 種 目
共済会費

病気休業手当金
（業務上の疾病・交通事故を除く）

傷害入院給付金
入院見舞金
結婚祝金
出産祝金

小学校・中学校入学祝
成人の祝

初老（厄入）祝
還暦の祝
古希の祝
喜寿の祝
米寿の祝
敬老の祝

労災事故給付金（見舞金）
交通事故給付金（見舞金）

火災

風水害
（地震を除く）

弔慰金
病気による重度障害

・労災保険法第1～2級
・労災保険法第3級2～4号

重度障害
労災保険法第3～14級

重度障害
労災保険法第3～14級

入院給付
通院給付

病気死亡（自殺含む）

不慮の事故による死亡

交通事故による死亡

配偶者死亡

家族死亡
70歳以上退会慰労金

（70歳以上組合員が脱退する場合）

不慮の
事故

交通
事故

組
合
員

休
業
補
償

各
種
祝
金

住
宅
災
害
見
舞
金

障
害
給
付
金

死
亡
弔
慰
金

【特記事項】
1．この共済給付の効力は組合加入後3か月後の同日より発生します。但し、住宅災害見舞金・組合員障害給付金・組合員死亡弔慰金（Ａ型及びＢ型の交通事故死亡）については組合
加入年数は問いません。
2．組合費・共済会費等を3ヶ月以上未納している場合は支給できません。
3．病気休業手当について
・組合員が病気等で仕事を休んだ場合に支給します。但し、業務中の疾病や第三者行為による交通事故等は支給対象になりません。
・組合加入3ヶ月後の同日以降に発病し、その疾病により労務不能となった場合に支給対象となります。
・限度満額支給を受けた月より1年間に同一疾病等で無受診の場合に限り、その疾病は治癒したものとみなし新たに支給することができます。
4．傷害入院給付金について支給対象とならないものは次の通りです。
・腰痛（症）・腰椎症・脊椎症・ヘルニア／妊娠・出産・流産／地震・噴火・津波等によるケガ／ピッケル等を使用した山岳登はん／スカイダイビング等の危険な運動中による事故／
脳疾患等の病気によるケガ（歩行中病気で意識を失い転倒してケガをした場合等／病気による入通院、傷害事故による通院等）
・健康保険、労災保険、生命・損害保険、加害者からの賠償金等の有無に関係なく支給対象になります。
5．死亡弔慰金について
・組合員、配偶者及び家族死亡に伴い弔慰金を支給する際には、弔慰金とは別に福祉共済会より生花をお供えすることとします。
・家族死亡弔慰金の支給範囲は、組合員と同居している子・父母（義父母含）、別居の実父母を対象とします。
・死亡弔慰金には、香典代（組合員・配偶者死亡時は10，000円・家族死亡時は5，000円）も含まれています。
6．この福祉共済会の改定は、事実発生日が平成28年11月1日以降の申請分より適用します。

保
存
版

平成28年11月1日より発効
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